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１．サステナビリティ・ウィーク 2014 の概要 １．サステナビリティ・ウィーク 2014 の概要



本年の特徴 

・開催テーマ ： 持続可能な開発のための教育 

・メイン期間 ： 2014 年 10 月 25 日（土）～2014 年 11 月 9 日（日） 

・企画数   ： 32 企画 

・企画実施期間： 2014 年 9 月 28 日（日）～2014 年 12 月 21 日（日） 

・参加者数  ： 32,045 人 

・特筆事項    ：  

-  2005 年に北海道大学「持続可能な開発」国際戦略を策定し、「持続

可能な開発」をテーマに掲げて各種の取り組みを行ってきた北海道

大学は、同年に開始された国連「持続可能な開発のための教育（ESD）

の 10 年」キャンペーンが最終年を迎えることから、教育に焦点を当

てて様々な角度から議論を行った。 

- 附属図書館による展示企画や北大映画館プロジェクト「CLARK 
THEATER」、市民向けの各種セミナーの開催によって参加者が 3 万

人を超えた。これにより、本年を含め過去 8 年間の累計は、開催企

画数 250、参加者数 15 万人を突破した。 

- 教育学研究院が主催する国際シンポジウムの 5 回目を全学的な企画

へと拡大し、「ESD 国際シンポジウム-次世代の ESD 戦略」と題して

開催したところ、主に東アジア地域から 165 人が参加した。 

- 文部科学省「大学の世界展開力強化事業」に採択された「RJE3 プロ

グラム」（East Russia-Japan Expert Education Program）の始動

を記念し、「日露共同で行なう教育プログラム開発プログラム ～極

東・北極圏における持続的発展を未来へつなぐ～」と題して国際シ

ンポジウムを開催した。 

- サニテーションに従事する人材を育成する教育プログラムを作るた

め、ザンビア、ブルキナファソ、インドネシアから参加を得てワー

クショップを開催し、3 つの講義の e-Learning 教材を作成した。 

北海道サステナビリティ・ウィーク2014

2



北海道大学総長 山口 佳三

総長あいさつ

138年前の創設以来、北海道大学にはフロンティア精神が
息づいています。現在も、防災、貧困撲滅、気候変動など、
耐えることのない人類の課題に取り組んでいます。
時代の開拓者である北海道大学は、持続可能な社会の実
現に向けて叡智を結集するために、2007年から毎年サス
テナビリティ・ウィークを開催し、9月から12月にかけ、
シンポジウムやワークショップなど議論の場を数多く提
供しています。

今年は、国連のキャンペーン「持続可能な開発のための
教育の10年」が最終年を迎えるのに合わせ、サステナビ
リティ・ウィーク2014も教育に焦点を当てます。世界から
研究者や学生、市民が、研究成果や多様な経験を持ち寄り、
これまでの教育そしてこれからの教育の在り方について
共に学ぶ最良の機会となるよう願っています。 北海道大学  総長  山口  佳三
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サステナビリティ・ウィーク2014を振り返って

サステナビリティ・ウィーク2014実行委員長
国際担当理事・副学長 上田 一郎

G8北海道洞爺湖サミット2008の開催を見据え2007年に開始した「北海道大学サステナビリティ・
ウィーク」は今年で第8回を迎えました。今年は10月25日（土）から11月9日（日）の16日間に19企画、
この前後数週間に開催された13企画を合わせて合計32企画を実施しました。

本学のこれまでの歩み

本学は2005年に北海道大学「持続可能な開発」国際戦略を策定し、「持続可能な開発（Sustainable
Development: SD）」をテーマに掲げて各種の取り組みを行ってきました。2005年は「国連持続可能
な開発のための教育 (Education for Sustainable Development: ESD)の10年」が開始された年です。
国際的な動きに呼応する形で本学では各学問分野において、または分野横断的にSDもしくはESDが
取り組まれてきました。その歩みの中で、前述のG8北海道洞爺湖サミットが開催されるのと並行して、本学
が中心的な役割を果たしてG8大学サミットを開催し、世界の主要な大学と共に「札幌サステイナビリティ
宣言」を2008年に採択しました。その宣言をひとつずつ具現化させながら本学は今日に至っています。

開催テーマ「持続可能な開発のための教育」

「国連ESDの10年」が最終年を迎える2014年には，名古屋市で「ESDユネスコ世界会議」が11月10-
12日に開催されたのをはじめ、世界の各地で数多くの教育機関がこれまでのESDの取り組みを振り
返り、将来計画について議論をしました。本学においても、サステナビリティ・ウィーク2014のテーマ
をESDと定め、様々な観点からSDのための教育について、学生、市民、教育者、地域、大学、民間団体
が議論をしました。

教育の未来を考える多角的な議論の実施

テーマに即して開催された16の企画は実に多様です。
「ESD国際シンポジウム-次世代のESD戦略」「専門家国際ネットワークを用いたサニテーション教育」
「協定校企画 フィンランド―日本 ジョイントシンポジウム」「日露共同で行なう教育プログラム開発
プロジェクト」では、中国、韓国、タイ、アフリカ、北欧、ロシアの大学との協働教育の在り方について議論し
ました。
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テーマに即して開催された16の企画は実に多様です。

「ESD国際シンポジウム-次世代のESD戦略」「専門家国際ネットワークを用いたサニテーション教育」
「協定校企画 フィンランド―日本 ジョイントシンポジウム」「日露共同で行なう教育プログラム開発
プロジェクト」では、中国、韓国、タイ、アフリカ、北欧、ロシアの大学との協働教育の在り方について
議論しました。
「サステイナブルキャンパス国際シンポジウム2014」では、大学と地域の連携について議論が行われ、
「第5回サステナブル・キャンパス・コンテスト」では学生の視点から教育を提供する／受ける大学と
いう環境に対し、改善アイデアが提案されました。
また、障害を持つ人が大学で学び、社会で働くためには教育や大学がどうあるべきかを議論した「障
害をもつ大学生の就労を目指して」、環境倫理の観点から教育のあり方を議論した「第 9回応用倫理
国際会議：安全、サステイナビリティ、人性の涵養」、文化的景観を守り継承するための教育プログラ
ムを検討した「先住民文化遺産とツーリズム」など、持続可能な社会の創造に向けた教育のあり方を
考える機会が提供されました。

ウェブ・メディアを通じた世界同時議論

サステナビリティ・ウィーク事務局は毎年、新しい事にチャレンジしてきました。今年はインターネット・
フォーラム「GiFT: Global issues Forum for Tomorrow」においてUstreamや Youtubeによる動画配
信のみならず、ソーシャル・ネットワーク・システム(SNS) の一つであるFacebookを活用して、世界中
の若者が動画を観ながらFacebook上で議論する機会を提供したところ、世界各地から253名もの
参加を得ました。
世界から人が集まるまたは集めることを考えたときに北海道は決して地理的に優位な場所ではあり
ません。だからこそ、このようなウェブ・メディアを活用して議論の場を世界へ提供することは、遠隔
地に住む10代の学生や仕事に忙しい社会人が議論に加わることを可能にし、サステナビリティ・ウ
ィークをいっそう「世界に開かれた議論のプラットフォーム」へと機能させることに繋がります。今後、
他の企画でも積極的にウェブ・メディアを活用していくことが期待されます。

2015年に向けて

第9回のサステナビリティ・ウィークは、2015年10月24日（土）から11月8日（日）を中心に開催します。
「国連ESDの10年」は2014 年で終了しますが、2015年9月の国連総会で「持続可能な開発目標
（Sustainability Development Goals）」が採択される予定であり、本目標の達成に向けて世界中が取り
組んでいくことになります。
北海道大学も引き続きサステナビリティ・ウィークを開催することを通じて、SDGsへ貢献してゆく所
存です。皆様のご理解とご参加をお願い申し上げます。
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